
1 

今後の宇宙政策委員会の検討体制について 

平成 28 年 2 月 3 日 

１．趣旨 

宇宙機器・利用産業の将来動向や政府の関与の在り方に関する基本的視点の

整理について重点的に審議するため、宇宙民生利用部会及び宇宙産業・科学技術

基盤部会の下に、宇宙産業振興小委員会を設置する。 

宇宙政策委員会は、各部会及び小委員会の調査検討状況につき逐次報告を受

けることとする。 

２．体制図 

宇宙安全保障部会 宇宙民生利用部会 宇宙産業・科学技術基盤部会

宇宙法制小委員会宇宙科学・探査小委員会宇宙産業振興小委員会

宇宙政策委員会

委員長 ：葛西敬之
委員長代理 ：松井孝典

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構分科会
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（参考） 

宇宙政策委員会令（平成二十四年政令第百八十六号）（抄） 

（部会） 

第五条 委員会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。 

２ 部会に属すべき委員、臨時委員及び専門委員は、委員長が指名する。 

３ 部会に、部会長を置き、当該部会に属する委員のうちから委員長が指名す

る。 

４ 部会長は、当該部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるときは、当該部会に属する委員のうちから部会長があ

らかじめ指名する者が、その職務を代理する。 

６ 委員会は、その定めるところにより、部会の議決をもって委員会の議決と

することができる。 

（雑則）  

第九条 この政令に定めるもののほか、議事の手続その他委員会の運営に関し

必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。 
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宇宙政策委員会 宇宙民生利用部会及び宇宙産業・科学技術基盤部会 

宇宙産業振興小委員会の設置について 

１．設置の目的 

宇宙基本計画工程表（平成27年度改訂）（平成27年12月8日 宇宙開発戦略本

部決定）において、「新規参入を促進し宇宙利用を拡大するための総合的取

組」として、「宇宙機器・利用産業の将来動向や政府の関与の在り方に関する

基本的視点（宇宙産業ビジョン（仮称））を整理し、平成28年度前半に中間と

りまとめを行うこと」とされている。

このため、宇宙政策委員会 宇宙民生利用部会及び宇宙産業・科学技術基盤

部会の下に「宇宙産業振興小委員会」（以下、「小委員会」という。）を設置

し、上記に係る検討を進めることとする。

２． 検討事項

小委員会の検討事項は以下の通りとする。

（１）宇宙機器・利用産業の将来動向や政府の関与の在り方に関する基本的視

点の整理について

（２）上記に付随するその他の事項について

なお、具体的な検討に当たっては、必要に応じて、関係者の出席を得て、検

討を進めることとする。

３． 委員構成

小委員会に属する委員、臨時委員及び専門委員は、宇宙政策委員会委員長

（以下「委員長」という。）が指名する。また、小委員会に座長を置く。座長

は、小委員会に属する委員及び臨時委員のうちから、委員長が指名する。

４． 庶務

小委員会の庶務は、内閣府宇宙戦略室において処理する。

５． その他

前各項に定めるもののほか、小委員会の運営に関し必要な事項は、座長が定

める。


